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２０１９年度（平成３１年度）学校評価自己評価表 

松永中学校区 校番 １４ 福山市立松永中学校 
   

 最終更新日 2022 年（令和 4 年）２月 21 日 

 ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・全国学力調査をなどから，算数・数学

では説明する力，国語では文脈に則し

て語彙を適切に書く力など自分の考え

を表現する力に課題がある。 

・他者意識が低く，挨拶をしない児童生

徒が多い。 

・交通ルールが守れず，事故件数が増え

ている 

・児童生徒の自己肯定感が低い。 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

“コミュニケーション能力＆感性・思いやり” 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することができる力を身につけた子ども” 

中学校区として 
統一した取組等 

・授業づくりにおいて，「少人数での協働的な学びあい活動」，「問い続けたくなるよう

な発問の工夫」「効果的なＩＣＴの活用」などに取り組む 

・あいさつ運動に取り組む 

・親子で語り合ったり，ふれあったりする時間を増やすことに取り組む 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

 ○生徒が落ち着いて，学校生活を送ることができるようになってきた。 

○部活動や学校行事，ボランティア活動に積極的に取り組めている。 

 ●生徒が主体になって課題を解決していく意欲を育て，家庭学習の習慣を更

に身に付けていくことが大きな課題である。 

 ●子ども同士の言動，ＳＮＳでのトラブルが生じることがある。 

＜授業＞ 

 ○生徒が意欲的に授業に取り組む姿が見られるようになってきた。 

 ○「授業がよく分かる」生徒はアンケート調査の結果 8９％である。(2 月末) 

 ●学力調査の課題のある問題や生徒のつまずきを活かした指導を継続する。 

 ●生徒主体の学びにつながる授業を全教室で展開していく必要がある。 

 

育成する力 

( 21世紀型 

“スキル＆倫理観”) 

“コミュニケーション能力＆感性・思いやり” 

めざす 

子ども像 
 

＜自己を認識する力＞ 

・自分の性格や得意なこと，興味・関心を持っていることなど，”自分自身“を理解す

る力を育成する。 

 

＜自分の人生を選択する力＞ 

・自分の将来の夢や目標，自分がやるべきことなどを，自分自身でしっかりと考え，自

分で選ぶ（決める）力を育成する。 

 

＜表現する力＞ 

・自分自身のこと，自分の考えや思いを，相手に理解してもらえるように，工夫しなが

ら伝える力を育成する。 

   

研究 

教科等 全教科と道徳 

主題・ 

内容等 

・児童生徒が主体的に考え学び合う中で，「分かった」「できた」を実感できる授業 

づくり ～思考スキル・コミュニケーションスキルの活用を通して～ 

・効果的にＩＣＴ機器を活用した指導方法の工夫 

めざす授業の姿 

子どもから次のようなつぶやきの出る授業 

「なぜ，そうなるの」「わかった」「できた」「なるほど」「そうか」 

「説明できるよ」「わからん 説明してくれる」 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・コロナ禍の中，各学校感染拡大防止策

を考え工夫されて学習、行事に取り組

まれている。来年度も，子どもたちが自

分でルールなどを考えながら，学校が

楽しいと感じられるように校区の学校

が取り組んでほしい。 

・評価項目の８項目において，十分満足，

概ね満足できるという肯定的評価をい

ただいており引き続き努力してほしい。 

 

ミッション 

地域社会で活躍し，その発展に寄与することができる知・徳・体の調和の

とれた生徒を育成する。 

 
学校教育目標 

感性豊かで，たくましく生きる生徒の育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成
評価

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

４ 自ら考え学ぶ

授業づくりを

進めて，学ぶ

意欲と基礎学

力を向上させ

る。 

★ 見

直

し 

・「子ども主体の

学び」全教室展

開を着実に進

めていく。 

 

 

・効果的に ICT

機器を活用し

た指導方法を

研究していく 

・思考スキル，コミ

ュニケーションス

キルを1時間の授

業で活用する。 

 

 

 

 

 

・各教科の授業にお

いて，デジタル教

材を利用し，個に

応じた課題を解決

することにより基

礎学力を向上させ

ていく。 

・アンケート調査によ

る「授業がよく分か

る」の肯定的評価8

5％以上 

 

 

 

 

 

・アンケート調査によ

るICT機器の利用

満足度を80％以上 

 

・ICT 機器の積極

的な活用で，資

料や動画等を使

った授業を取り

入れた。アンケー

ト 調 査 に よ る

｢授業がよく分

かる｣の肯定的

評価 89％であ

った。 

 

・ICT 校内研修会

を５回実施し，

授業での活用方

法を職員全体で

共有した。アンケ

ー ト 調 査 ｢ ICT

を活用して主体

的に学んでいる｣

の 肯 定 的 評 価

91％であった。 

３ ３ 

・教科によって肯

定的評価に差が

ある。授業交流

等を通して｢主

体的な学び｣の

授業を充実させ

る。 

 

 

 

 

・ICT 実行委員会

を中心とした実

践研修をさらに

積み重ね，授業

での活用内容を

充実させる。 

・校内授業研修会

を実施し，「生徒

主体の授業のた

めのファシリテ

ート」について協

議した。アンケー

ト 調 査 に よ る

｢授業がよく分

かる｣の肯定的

評価 91.4％で

あった。 

・ICT 校内研修会

をさらに実施し，

授業での活用方

法を職員全体で

共有した。アンケ

ー ト 調 査 ｢ ICT

を活用して主体

的に学んでいる｣

の 肯 定 的 評 価

93.3 ％ で あ っ

た。 

 

 

 

3 4 4 

・全国学力調査を

踏まえた授業実

践内容をさらに

全教科で共通認

識を持ち，どの

教科においても

「学力向上」と

「 主 体 的 な 学

び」が取り組める

よう研修を深め

ていく。 

・全教科共通した

ICT 活 用 内 容

と，教科の特性

に合わせた工夫

を考える研修を

来年度早々に持

ち，生徒が自ら

学べる授業内容

を構築していく。 

４ 授業，学校行

事等をとおし

て，生徒の自

尊 感 情 と 感

性・思いやり

の 心 を 育 て

る。 

★ 見

直

し 

・自分の性格や得意

なこと，興味・関

心を持っているこ

となど，”自分自身

“を理解する力

を育てる。 

・自分自身のこと，

自分の考えや思

いを，相手に理解

してもらえるよう

に，工夫しながら

伝える力を育て

る。 

・人を大切にしない

言動は毅然と指導

し，生徒の頑張り

は積極的に認め共

有するための具体

策を設定し実施す

る。 

 

・他人の意見を傾聴

して，自分の考え

を相手に伝えるこ

とで相互理解を深

めていく。 

 

・アンケート調査によ
る学級・学校に対す
る満足度を８５％
以上にする。 

 

 

 

・アンケート調査によ
る各教科の授業で
自分の考えを発表
したり，表現したり
することができる実
施率９０%以上 

・アンケート調査に
よる「松永中学校
の生徒で良かっ
た」の肯定的評価
は９４％であっ
た。 

 

 

・アンケート調査に
よる「授業で発表・
発言するときに分
かりやすく伝わる
ように発表してい
る」の肯定的評価
は８０％であった。 

 

３ ３ 

・あいさつ運動や

生徒会主体の学

校 行 事 を 展 開

し，松永中学校

への帰属感を持

たせる取り組み

を仕組んでいく。 

 

・自己肯定感が低

いため，自分の

思いを，自信を

持って発表でき

ない傾向が見受

けられる。「あい

さつ」から見直し

ていく必要があ

る。 

 

・アンケート調査

における肯定的

評価は９４％で

あった。 

 

 

・アンケート調査に
よる「授業で発表・
発言するときに分
かりやすく伝わる
ように発表してい
る」の肯定的評価
は７２％であった。 

3 ３ ３ 

・新生徒会が中心

となって，毎日あ

いさつ運動を行

っている。継続さ

せることで，自ら

挨拶することの

できる主体性の

ある生徒を意気

性する。 

 

・自分の考えを表

現することを苦

手としている。

「自己表現」を

行う場を，授業

や HR 等で適切

に設定していく。 
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５ 学校教育に対

する機運を高

め，地域・保護

者と一丸とな

った取組を進

める。 

★ 継

続 

保護者・地域の学校

教育に対する満足

度を 90％以上にす

る。 

・地域行事やボラン
ティア活動に参加
する。 

 

 

 

 

・通信の発行やHP
の更新を通して，
学校の取組を広く
発信する。 

・生徒が地域及び学校
生活に係るボランテ
ィア活動に一人１
回以上参加してい
く。 

 

 

・学校，学年通信は月
1回発行，ＨＰは週
１回以上更新 

 

 

・保護者アンケート
『わが子を松永中
へ通わせて良かっ
た』の肯定的評価が
９０％以上 

・ボランティア活

動実施が難しい

状況があり，実

施はできていな

い。 

 

 

・HPを刷新し細か

い情報発信がで

きている。保護

者への必要な案

内は常時発信，

更新できている。 

 

・アンケートにお

ける保護者の評

価は 84.3%で

あった。 

3 3 

・状況に応じて，生

徒への積極的な

ボランティア活

動参加を促すと

同時に，生徒会

主催等の校内外

活動も計画・実

施していく。 

 

・定期的なアンケ

ート等によるリ

サ ー チ で 保 護

者・生徒のニー

ズを早期にキャ

ッチできるとよ

うに計画する。

学校行事等の変

更等の情報を可

能な限り早期に

発信できるよう

に計画する。 

・コロナウイルス

感染拡大防止に

より実施はでき

なかった。 

 

・HPを活用し細か

い情報発信がで

きた。保護者へ

の必要な案内は

常時発信，更新

できている。また

学校通信も行事

等の節目に発行

できた 

 

・アンケートにお

ける保護者の評

価は 80.1%で

あった。年間の

平均は 82.2％

であった。 

3 3 3 

・来年度は，ボラン

ティア等の実施

形態を工夫しな

がら，可能な限

り活動を計画し

ていく。また受動

ではなく能動的

な 発 信 を 目 指

す。 

 

・HPやメールでの

連絡，情報共有

の需要が高まっ

ている。そのた

め，紙での発信

の見直し，生徒

の学習端末等を

用いた発信を工

夫し実施してい

く。 

３ 教職員が元気

に笑顔で力を

発揮できる取

組を進める 

★ 継

続 

・日々の仕事の中

で充実感（達成感）

を得られている教

職員の満足度を 

９０％以上 

・日常的に業務改善
に取組み，研修，
会議等の設定時間
厳守し，生徒と向
き合う時間を生み
出していく。 

 

・週１回の定時退校
日，週２回の部活
動休養日の取組を
行う。 

・アンケート調査によ

る「仕事に意義ややり

がいを感じている」の

肯定的評価９０％以

上 

 

 

・時間外勤務時間が月

４５時間以上の教職

員が３人以下 

・アンケートにお

ける肯定的評価

は 93.8％であ

った。 

 

 

 

 

・4 月から 9 月ま

での平均は 6.1

人である。 

3 3 

・肯定的評価＝学

校の安定＝授業

の充実ととらえ，

今後はさらに効

果的に ICT を活

用した授業改善

の視点での充実

を図る。 

 

・数値は減少傾向

であり改善が伺

える。今後も継

続していく。 

 

・後期アンケート

における肯定的

評価は 100％

であった。年間の

平均は 96.9％

であった。 

 

 

・10 月から1 月ま

での平均は6.2人

であった。年間を

通じての平均は

6.1 人であった。 

３ ４ ４ 

・業務改善におい

て，ペーパーレス

に向けた取組，

日常業務のデジ

タル化等を行っ

た。また，日々の

授 業 に お い て

ICT の活用度も

向上し，教職員

の満足度も高ま

ったといえる。来

年度も更なる業

務改善にチャレ

ンジする。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


